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 昭和初期から戦後にかけて爆発的なブームとなった紙芝居。政府は「国策」宣伝のた

めに大量の紙芝居を印刷し、国民の協力を得ようとしました。敗戦後も紙芝居は民主化

のツールとして活用され続けます。シンポジウムでは、紙芝居というメディアが、どの

ように時代と向き合ったかを考えます。国策紙芝居の上演もあります 

報道機関の皆様には、募集告知及び当日の取材をお願いできれば幸いです。原則的に、

撮影は可能です。取材を希望される場合は事前に御連絡をお願いします。 

 

記 

◆日 時 平成 30年 12月 22日（土） 午後 1時 30分から 5時 00分まで 

◆会 場 静岡県立大学附属図書館 3F LCフロアー(電話 054-264-5801 図書館) 

◆内 容 印刷紙芝居に関する歴史研究の報告・討論 

◆参加者 以下の教育・研究機関・団体の関係者 

     静岡県立大学国際関係学部・短期大学部 

     神奈川大学日本常民文化研究所非文字資料研究センター 

     静岡県近代史研究会 

◆対象年齢 15歳以上 

 

◆主催 静岡県立大学紙芝居研究会 協力 静岡県立大学羽衣つたえ隊  

    後援 静岡県立大学附属図書館 

詳細は大学 HP↓を御覧ください 

http://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/events/20181222/ 

 

 

 

 

 

 

提 供 日     2018/12/12 

タイトル  紙芝居研究会シンポジウム 

担 当     静岡県公立大学法人 静岡県立大学 

国際関係学部 森山優 

発信担当者  054-264-5386 

紙芝居研究会シンポジウム 

本学に寄贈された戦時・占領期の印刷紙芝居の意義を考えます 

【本件に関するお問い合わせ先】 

〒422-8526 静岡市駿河区谷田52-1 

静岡県立大学  国際関係学部 森山優 

電話 054-264-5386 

メールアドレス moriyama(ここに＠を入れる)u-shizuoka-ken.ac.jp 

     
静岡県立大学記者提供資料 
 


